








要約 

1.比較的早期(31 週まで)におこる早産では,死産が多く,その産科的背景には高年令,既往

歴,合併症,産科異常が大きな役割を果している。極小未熟児の防止には28 週以上の在胎期

間が望ましい｡ 

2.high risk pregnanCy のスクリーニングは方法により値が大きく異なり,とくに簡易法

(Simmons,Manitoba,Goodwin)では,いずれも早産の予測には改良の余地があり,今後の検討

にまたねばならない。 


